
持続可能な和紙文化の振興に向けたワークショップ in  黒谷

第12回 地域科学技術振興研究会

方物

2025年 6月13日(金)10:30～16:30
session1 散策・講演 10：30-12：00    session2 和紙漉き・ワークショップ15:00-16:30

黒谷公民館 （綾部市黒谷町）

〒623-0108 京都府綾部市黒谷町東谷3

アクセス https://kurotaniwashi.kyoto/union/#access

    JR山陰本線 綾部駅南口より

あやバス黒谷線「黒谷和紙会館前」下車 徒歩2分

Session1 「黒谷和紙の里を知る」

黒谷和紙の職人の方に里を案内頂きながら黒谷の文化と
伝統についてご紹介いただきます。また「暮らすところ暮らす
ひと」の戸田祐希利氏（プロダクトデザイナー）に「工芸（モ
ノ）が伝える地域文化・伝統（コト）が伝える視点と工夫」につ
いてお話いただきます。

Session２ 「紙屋院から生まれる コト・モノ を考える」

共同作業場で和紙を漉き和紙の生まれる工程を体感します。
最後に黒谷の里で触れたものを振り返りながら「紙屋院から
生まれるコト・モノ」をテーマに、現代における手漉き和紙の
価値やポテンシャルを探っていきます。

＊このワークショップは森村豊明会の助成金により開催致します。

参加費  無料 （昼食付）
交通費  一律 6,940円 現地支給

参加対象 京都府近郊の大学生・大学院生等で
和紙や和紙を取り巻く文化・デザイン
などにご関心のある方

定員 15名
※定員になり次第、締切りとさせて頂きます。

お申込方法
以下の公募サイトからお申込み願います。
https://www.jarec.or.jp/kurotani/workshop.html

※参加確定の方へは申込受付メールとは別に
参加証と詳細を別途メールにてお送り致します。

お問合せ
公益財団法人全日本科学技術協会（JAREC）
TEL 03-3831-5911 担当 鈴木

主 催 公益財団法人全日本科学技術協会（JAREC）
共 催 黒谷和紙協同組合

平安の頃、京都には朝廷で使用する紙を漉く官用の施設として「紙屋院（かみやいん）」がありました。紙屋院で

漉かれた紙は上質で、日本独自の流漉き技術もこの紙屋院で確立したとされています。もし、現代に紙屋院が

あったらどのようなコトやモノが展開されるでしょうか。

本ワークショップでは、学生（大学生・大学院生）の皆さまと一緒に“京都における和紙づくりが彩なす価値（コト・

モノ）”について考えていきます。「黒谷和紙の里」（京都綾部市）を訪れ、黒谷のひと・自然・和紙づくりで育まれ

た知恵や工夫に触れながら“手漉き和紙の価値”を創造していきます。和紙や和紙を取り巻く文化・デザイン等

にご興味のある京都近郊の学生（大学生・大学院生）の皆さまのご参加をお待ちしております。

「 紙屋院 から生まれる コト ・ モノ を考える 」 

－ 黒谷和紙と地域文化から考える持続可能なものづくり －

参加対象

京都府近郊の

大学生・大学院生
京都



PROGRAM
日 時 ： 2025年６月13日（金）１０：３０～１６：３０
会 場 ： 黒谷公民館 黒谷和紙会館に隣接しています。

（ご参考） 往路 電車 ＪＲ京都駅 8：38発（特急はしだて１号） ⇒ 綾部駅 9：42着
 バス 綾部駅南口 9：57発 ⇒ 黒谷和紙会館前 10：24着

Session １ 10:30～12:30 「黒谷和紙の里を知る」

１０：３０ ガイダンス
１０：４０ 上映 「Kurotani Washi kyoto Ayabe」 
１１：００ 散策 黒谷和紙の里

           ナビゲーター  黒谷和紙協同組合 理事長  林 伸次氏（Hayashi Shinji）
  専務理事 山城 睦子氏（Yamashiro Mutsuko）

１１：３０ 講演 「工芸（モノ）が伝える地域文化、伝統（コト）が伝える視点と工夫」
          講師 暮らすひと暮らすところ

                プロダクトデザイナー 戸田 祐希利氏（Toda Yukitoshi）

技術や事業を受け継ぐひとと日常をつぶさに観察し、時代にあった伝え方で “ 未来を繋ぐ” 
「暮らすひと暮らすところ」のプロダクトデザイナー 戸田祐希利氏にご講演頂きます。

１２：３０   昼食 ※お弁当を用意致します。（無料）

Session ２ 13:15～16:30

「紙屋院 京都 から生まれる コト・モノ を考える」
１３：１５ 手漉き和紙の施設見学と手漉き体験
１４：３０ ワークショップ

  「紙屋院」が現代にあったら地域のリソースでどのようなモノが創れるか、どのようなコトが
生まれるのか、黒谷の里で触れたものを振り返りながら、和紙づくりが彩なす価値や
ポテンシャルを探っていきます。

１６：３０ 解散

（ご参考） 復路 バス 黒谷和紙会館前 16：55発 ⇒ 綾部駅南口 17：22着
 電車 ＪＲ綾部駅 17：58発（特急きのさき20号） ⇒ 京都駅 19：07着
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